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て
ダ
し
く
用
震
，
シ
し
た
私
鞍
さ
例
患
に
，
で
石
祝
な
る
方
く
は
や
れ

せ
・
て
辮
も
「
し
蹴
る
今
撫
な
う
牌
た
運
う
れ
限
に
火
い
－
。
が
脚
げ
タ
も
畏
利
園
み
ぶ
飼
し
で
で
な
，
，
消
ど
い
の
ー
，
【
ず
大
お
事
で
逸

の
額
し
田
κ
，
爆
あ
，
，
大
歓
て
れ
に
以
込
に
鍛
が
よ
箱
気
夙
上
イ
増
が
．
射
公
」
及
し
挙
こ
の
難
め
め
な
・
禽
た
は
で
パ
進
は
」
て
認
由
癒

㌶
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醗
雛
雑
灘
縦
繍
灘
鍬
鰍
鰍
糠
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灘
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し
な
兄
あ
な
引
て
う
で
饗
中
あ
も
申
に
で
く
入
今
の
の
な
澱
ざ
の
に
い
　
前
ヤ
風
3
0
動
公
て
と
行
会
」
舐
の
快
惟
べ
ら
少
こ
体
お
　
　
つ
そ

魏
響
謝
鞭
脇
糠
驚
騨
囎
繍
擬
徽
総
朧
識
臨
謝
麟
轍
縦
雛
鰻
蟹
牒
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凝
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藤
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颪
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食
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喪
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稽
て
格
け
麟
幾
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
饗
　
　
「
　
今
，
た
腺
水
な
れ
り
　
栄
齋
幽
席
り
る
き
か
妻
た
壷
こ
暦
臼
民
キ
手
♪
た
諏
・
し
彼
待
欝
さ
慰
く

女
緯
餌
し
の
だ
蝋
会
）
　
　
　
　
　
　
　

弗
　
－
，
爽
　
　
　
く
が
し
の
礁
き
あ
祈
　
」
僅
と
欠
異
す
あ
に
，
い
が
る
松
2
農
ス
握
る
の
年
新
7
期
，
活
妻
る

轍
畿
辮
繍
繍
酬
翻
翻
記
蹴
荘
鯛
熱
嬢
騨
麟
蟹
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舗
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鋤
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．
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肌
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飾
勘
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駅
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会
抽
蠣
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鰍
猟
幡
㎜
翻
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備
掲
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難
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廟
齢
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鍛
齢
鯖
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傭
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井
讃
ほ
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誌
峨
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，
名
　
束
分
，
げ
役
で
る
武
鷹
　
源
一
　
総
後
　
瑛
央
饗
衛
友
会
，
の
蛮
っ
気
つ
き
　
の
あ
会
宰
か
の
と
こ
方
庸
，
理
ス
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通
の
発
よ
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で
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理
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分
井
績
揃
す
氏
鳳
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岩
小
桑
・
年
ー
　
傍
番
欝
　
　
、
年
次
は
せ
と
が
念
日
　
在
附
ク
は
坐
で
，
も
は
か
，
良
゜
実
新
げ
の
こ
労
，
総
繊
を
た
噛
）
こ
て

）
p
，
に
浜
威
象
こ
譜
　
　
　
　
　
　
，
月
懸
、
飢
景
水
、
鐵
　
側
の
に
合
こ
人
残
一
　
現
展
，
ま
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間
で
h
尉
い
る
薄
、
る
真
京
上
中
る
苦
く
た
て
霜
っ
炎
は
れ
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磯
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．
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ら
ち
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訪
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の
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と
－
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天
大
　
　
所
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万
い
ツ
　
．
．
画
2
を
度
史
山
う
　
　
可
に
あ
想
十
位
告
か
で
　
　
人
よ
の
に
8
あ

於
左
左
の
か
も
天
の
る
す
0
7
の
と
れ
と
と
末
上
生
原
近
て
し
届
し
」
○
の
思
思
て
で
遂

　
列
列
も
う
年
弁
灘
す
晴
　
　
の
卒
か
わ
ん
ん
は
速
蒲
次
下
し
縮
が
載
路
　
　
回
の
と
於
の
乏

　
後
前
の
ろ
今
町
州
満
を
　
　
こ
回
う
思
め
せ
世
早
て
順
目
過
圧
稿
掲
旅
　
　
今
路
て
に
も
卒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
・

芳
か
護
に
，
支
る
も
寄
い
で
由
う
で
、
、
，
ち
芳
5
0
ま
な
よ
ど
う
を
こ
）
路
戸
　
あ
」
で
　
し
没
の
「
藤
ら
た
や
絹
書
の

う
て
看
日
し
木
あ
し
に
強
も
た
ろ
激
し
な
゜
び
げ
と
い
も
よ
心
る
原
旅
）
れ
に
遠
松
　
ま
に
人
で
佐
が
人
条
，
法
い

思
れ
の
今
く
栃
で
少
先
の
何
れ
あ
感
成
ば
る
よ
上
身
は
り
す
校
れ
荻
の
2
わ
間
中
石
　
座
究
七
々
，
な
七
二
川
司
近

を
倒
死
で
よ
に
の
も
真
達
は
わ
で
い
達
れ
あ
お
し
の
後
と
ま
愛
さ
（
ら
蚕
ゆ
の
「
の
　
鎮
研
で
面
し
り
の
に
湯
藤
に

校
で
’
必
体
を
共
た
今
や
長
で
言
心
な
を
け
で
校
申
由
今
を
れ
の
起
゜
か
（
の
川
部
森
　
位
事
ら
の
催
や
こ
り
で
近
人

母
血
の
身
話
と
れ
る
る
会
体
と
お
も
標
な
第
母
を
自
゜
康
さ
君
再
ん
れ
市
会
竜
中
分
　
年
仏
な
卒
を
杯
゜
代
み
又
聖

で
盗
ら
の
世
長
く
あ
知
支
身
も
い
葉
目
え
次
゜
礼
不
う
健
躍
に
く
せ
あ
井
松
天
の
親
。
十
で
侍
回
合
．
一
る
ぬ
の
た
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体
脳
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由
の
会
て
に
を
゜
．
ρ
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尊
言
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た
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活
こ
早
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に
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狐
果
士

轍
補
繰
騰
朧
笛
鴇
隷
駄
畿
胤
購
饗
識
徹
蜘
鑛
朧
鞭
撫
辮
魏
胤
駒

自
谷
な
せ
゜
高
・
て
い
興
の
わ
め
何
し
何
愛
新
う
つ
に
あ
と
た
ま
に
っ
現
　
　
　
は
云
井
森
に
良
吾
1
っ
て
か
に
ゆ
に
騎

不
芳
に
方
る
，
し
思
復
た
か
せ
あ
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を
と
代
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し
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江
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こ
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゜
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作
し
咲
棒
は
箸
一
．

　
　
年
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校
災
出
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と
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．
　
　
遠
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佐
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大
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る
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．
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下
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4
は
で
思
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母
火
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も
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時
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の
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願
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司
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て
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遠
三
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榔
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．
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蒲
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縁
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1
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の
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遅
す
た
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間
由
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事
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金
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朗
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節
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の
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近
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